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2012年11月17日開催の「関学西洋史研究会」年次大会において、「古代東地中海世界
における「帝国」支配とその受容」を共通テーマとするシンポジウムを実施した。報
告者としては、ヘレニズム期を専門とする波部雄一郎氏、共和政期ローマを専門とす
る比佐篤氏、そして帝政初期ローマが専門の桑山由文氏の３名に担当をお願いした。
ヘレニズム期からローマ帝政初期までの東地中海世界は、概説的な理解にしたがう
ならば次のようにまとめられるだろう。アレクサンドロス大王の死後、ディアドコイ
たちが彼の大帝国を分割して継承し、紀元前３世紀に入っても互いに領土や勢力圏を
めぐる争いを継続させていた。一方、地中海西部ではローマがカルタゴとの激しい闘
争を開始しており、世紀末には国家の存亡をかけた第２次ポエニ戦争を戦い抜くと同
時に、ギリシア本土での争いにも介入を開始した。紀元前２世紀に入ってもたびたび
東方に派兵したローマは、アンティゴノス朝を壊滅させ、アンティオコス大王が率い
るセレウコス朝の軍勢をも退けて、新たにマケドニア属州を設置してギリシアの覇権
を掌握する。紀元前146年には、カルタゴを滅亡させるとともにコリントス市をも徹
底破壊して、ポリビオスが述べるように、実質的に地中海世界の覇者となった。その
後、「内乱の１世紀」を経験して共和政から帝政へと政体は移行するものの、地中海全
体をその支配下におく大帝国が完成した。
以上のような教科書的理解からは、少しでも領土を拡大させようと活動するヘレニ
ズム諸王朝や、ほとんど休むことなく戦争を継続する好戦的で帝国主義的なローマの
姿が見て取れる。けれども、このような視点からは、東地中海地域は相互に争いつつ
も、結局はローマ帝国に吸収されていった「客体」としてのみ扱われるきらいが残る。
そこで、本シンポジウムにおいては、ヘレニズム諸王国が領土的野心のもとに戦争を
繰り返したのはなぜなのか、ローマが共和政期から帝政期にかけて帝国的な拡大主義
を標榜していたのは本当なのか、検討を加えたい。これらへの解答を求めて、ヘレニ
ズム王国（とりわけプトレマイオス朝）の介入を受ける側の意図や対応、ローマの対
外姿勢の実態、そしてローマの支配を受け入れるギリシアやヘレニズム的東方の立場
を明らかにすることで、古代の地中海世界東部における「領域支配」の実情を「受容」
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という観点を加味しつつ把握を試みる。
考察に際して留意した点としては、当時の東地中海世界は大まかにいって２つの政
治的要素によって構成されていたことがある。まずはヘレニズム文明圏の発祥地であ
るギリシア本土やエーゲ海、さらに対岸小アジアのイオニア地方などを中心に展開し
たポリス世界がある。独自の都市国家であるポリスは、紀元前５世紀前半にオリエン
トの巨大領域国家ペルシアの遠征軍を退けた後も長きにわたって統一されることはな
く、合従連衡を繰り返しつつ独自の文化圏を形成していた。
他方で、各地の古代文明は前述のポリスと同様の都市国家から始まったとおおむね
言うことができるが、時間の経過とともにそれらは周辺領域へと支配を拡大させてゆ
き、やがて領域国家へと発展した。ポリスとともにヘレニズム世界を構成したディア
ドコイ以降の諸王国もこのような領域国家であった。紀元前２世紀に入って本格的に
東地中海に軍事力を展開することになるローマも同様である。
なお、本シンポジウムにおいては、東地中海世界において覇権を求めて活動する大
規模な領域国家勢力を「帝国」という視点でとらえつつ、その支配のありかたの多様
性を探ってゆくことをことわっておく。
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